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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

　○学校規模・・・・・・・・・・・児童数：１，０２５名・学級数：２９学級・教職員数（５８名）：校長１、副校長２、教員３８、講師６、事務１、栄養士１、主事４、カウンセラー２、都区非常勤３
　○本校の教育目標・・・・・よく考える子ども　　思いやりのある子ども　　がんばる子ども　　じょうぶな子ども
　○本年度の主な取組・・・校内研究：教科（国語科）　研究主題「話し合う力を高め、考えを広げる児童の育成」
　○特色ある教育活動・・・国際交流（東京工業大学留学生・東京朝鮮第六初級学校）　　池雪いきいき応援隊（学校支援地域本部）と連携した教育活動　　校内研究と授業観察を関連づけた授業改善

３：
８５%
以上

２：
８０%
以上

１：
８０%
未満

保護者の学校評価に
おいて、「学校は、家庭
や地域とのかかわりを
深める教育活動（地域
人材を活用した学習や
保護者ボランティアの
参加等）に取り組んで
いると思いますか。」の
項目で、Ａ（とても思う）
Ｂ（思う）と回答した保
護者の割合

保護者の学校公開アン
ケートにおいて、「ＩＣＴ
機器の導入により、子
どもたちの学習意欲は
高まった。」の項目で、
Ａ（とても思う）Ｂ（思う）
と回答した保護者の割
合

保護者の学校評価に
おいて、「学校は、体育
や保健指導等の実施
を通して、お子さんの
体力向上や健康の促
進に積極的に取り組ん
でいると思いますか。」
の項目で、Ａ（とても思
う）Ｂ（思う）と回答した
保護者の割合

１：
８０%
未満

４：
９０%
以上

３：
８５%
以上

２：
８０%
以上

１：
８０%
未満

４：
９０%
以上

３：
８５%
以上

２：
８０%
以上

１：
８０%
未満

４：
９０%
以上

３：
８５%
以上

２：
８０%
以上

目標に対する成果指標

４：
９０%
以上

３：
８５%
以上

２：
８０%
以上

１：
８０%
未満

4

成果
評価

４：
９０%
以上

児童の自己評価にお
いて、「学校生活は、楽
しいですか。」の項目
で、Ａ（とても思う）Ｂ（思
う）と回答した児童の割
合

児童の自己評価にお
いて、「学校の授業は、
よくわかりますか。」の
項目で、Ａ（とても思う）
Ｂ（思う）と回答した児
童の割合
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平成３０年度　大田区立池雪小学校　自己評価　報告書

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域の果た
すべき役割
や責任を明ら
かにするとと
もに相互の
連携を深め、
地域とともに
子どもを育て
る仕組みをつ
くります。
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上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能で
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの健全な
自己肯定感・
自己決定力
を高め、未来
への希望に
満ちた豊かな
人間性を育
みます。

豊
か
な
心
を
育
む

学
力
向
上

国語を通して校内研究を推進し、思考力・
判断力・表現力等の向上を図るとともに、
主体的に学習に取り組む態度を育成する。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

これまでの取組
今後の改善策

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

教員の指導
力向上、施設
の整備や講
師・支援員の
配置などの
学校サポート
体制の充実
に取り組み、
学習環境の
向上を図りま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

子ども一人ひ
とりの身体活
動量を増加さ
せて意欲や
気力の元とな
る総合的な
体力を育みま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

支援員やスクールカウンセラーなどと情報
を共有し、連携して児童を支援する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

運動集会や長縄週間、小学生駅伝大会、
体力テスト結果、オリンピック・パラリンピッ
ク教育などを活用し、児童の体力向上に努
めている。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

年間努力目標（明るいあいさつ、清掃・後片
付け）について継続的に指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

〇授業態度の良さから見ても評価できる。

〇先生方の努力だと思う。

〇指導を受けている児童が、授業はよく分かると回答している
ことが何よりだと思う。

〇子供たち、保護者双方のアンケートでも肯定的な回答を得
ている。先生方の実践を裏付けるものだと思う。

〇習熟度別少人数指導、補修教室は、基礎固めに功を奏して
いると感じる。区などの学力調査の結果を伺い、こうした地道
な取り組みが大切であるといつも感じている。

〇一人一人の学力に講じた指導や放課後・土曜補習教室等、
夏休みまでものご指導に頭が下がります。今、母親が働く時
代となっておりますので、このシステムは本当に感謝しておら
れると思う。

９５％の肯定的な回答がありました。
教員の授業力を高めるために、継続
した校内研究を始め、日々、研修と
教員相互の授業参観を重ねていま
す。算数においては、1，2年生は担
任と講師と複数で、３年生以上は習
熟度別少人数指導と、個々の学力に
合わせた指導を行っています。今後
も児童に確かな学力が身につくよう
に努めていきます。
３年生以上は放課後・土曜補習教
室、全学年として夏休み補習教室を
実施しています。今後も補習教室を
行い、基礎基本の定着に力を入れて
いきます。

９７％の肯定的な回答がありました。
学期1回のいじめ調査やメンタルヘル
スチェック、5年生の全員面接の結果
をもとに、児童一人一人が安心して
学校生活を送れるように指導をして
います。
一人一人を大切にし、すべての子ど
もが楽しい学校生活を送ることのでき
る魅力ある学校を目指していきます。

８７％の方に肯定的な評価をいただ
きました。長縄週間の設定や短縄
カード、マラソンカードを用いて、体力
向上に向けて取り組んでいます。
また、学校だより、保健だより等で本
校の児童の体力や健康についてお
知らせし、家庭の協力をお願いしてい
ます。今年度は、早寝早起き朝ご飯
の取り組みとして、各家庭のおすす
めの朝食を紹介しました。

９６％の方に肯定的な評価をいただ
きました。ICT機器が全教室に配置さ
れてから2年がたちました。児童や保
護者からの関心も高まってきていま
す。教員は、研修や日々の実践を重
ね、ICT機器のより効果的な活用の
仕方について試行錯誤しているとこ
ろです。
今後は、タブレットを活用した授業を
提案していく予定です。

８４％の方に肯定的な評価をいただ
きました。学校支援地域本部（いきい
き応援隊）を中心に、１年生の入学期
におけるサポート、校外学習の引率、
６年生のキャリア教育等、ボランティ
アの皆様にご協力いただき教育活動
の充実に力を注いでいます。これか
らもより多くの地域人材を発掘すると
共に、ゲストティーチャーを活用した
学習を計画していきます。

〇子供たちへの取り組みの説明がよくされている。評価でき
る。

〇学校生活が楽しいことが何よりだと思う。

〇子供たちが生き生きと登校している姿を見ていると、学校生
活を楽しんでいるように感じる。

〇子供たちが楽しいと思って過ごせる学校生活をこれからも継
続していってほしい。

〇平常の授業を通じた取り組みの成果が児童の自己評価に
つながっていると思う。今後、メンタルヘルスチェックや全員面
接の成果が表れてくることが期待できる。

〇部活や地域の行事の参加も多い。

〇見守り活動をしていく中で、外で遊んでいる子供たちに会う
ことが少なく感じています。放課後子供たちはどう過ごしている
のでしょうか。

〇児童数が多い学校なのに、休み時間、縄跳びや一輪車で
元気に飛び回っている姿を見ると、健康促進に取り組んでいる
ことが分かる。体力向上は学校だけでなく家庭が考えることと
感じる。

〇運動が苦手なお子さんもいると思うが、その中でも87％の
肯定的な評価が維持できているのは素晴らしいと思う。

〇人数に対して決して広いとはいえない校庭など、限られた環
境の中で工夫されていることを感じる。保護者からは見えにく
いところではあるが、よろしくお願いします。おすすめの朝食も
今後も期待している。

〇長い人生の中でやはり一番は健康→体力作り→心健やか
に、と思う。

〇新たな取り組みが評価されていると思う。

〇大いに活用してほしいです。

〇電子黒板を活用されて、子供たちにもとてもわかりやすいと
感じている。1年生の授業を参観したときにとても感動した。

〇学校公開で授業を参観するが、ICTに限らず子供たちの学
習意欲をよく引き出しておられると思う。

〇他校との比較はできないが評価はよいと思う。

〇学校支援地域本部とは何か、ということを知らない人も多く
いるように思うので、評価が出しにくいのかと思う。
　

〇子供たちのためにできることをもっともっと協力させていただ
きたいと思っている。在校生の保護者とのつながりも深めてい
きたい。

〇地域の人とも協力し合って取り組む活動は素晴らしいと思
う。

〇５項目の中では最低の評価ではあるが、目標に対して設問
の内容が絞られているからであり、学校から家庭・地域への情
報発信の面などを捕らえると、連携を深める取り組みは十分さ
れていると思われる。

〇池雪小の地域の方が熱心にサポートしていらっしゃいます。
学校と地域の両輪で池雪小の子供たちが大きく羽ばたいてほ
しい。

〇地域の住人として池雪小の子供たちを見守り、何か役に立
つことがあればこれからも協力していきたい。学校は、それを
受け入れてくれていると思う。


